
平
成
二
十
八
年
十
月
七
日
受
領

答

弁

第

一

六

号

内
閣
衆
質
一
九
二
第
一
六
号

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
内
閣
法
制
局
の
安
全
保
障
関
連
法
に
係
る
公
文
件
名
簿
へ
の
記
載
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
大
西
健
介
君
提
出
内
閣
法
制
局
の
安
全
保
障
関
連
法
に
係
る
公
文
件
名
簿
へ
の
記
載
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

個
別
の
開
示
請
求
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
及
び

安
全
の
確
保
に
資
す
る
た
め
の
自
衛
隊
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
七
十
六
号
）
及
び
国
際
平

和
共
同
対
処
事
態
に
際
し
て
我
が
国
が
実
施
す
る
諸
外
国
の
軍
隊
等
に
対
す
る
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
七
年
法
律
第
七
十
七
号
）
（
以
下
「
二
法
律
」
と
い
う
。
）
に
係
る
御
指
摘
の
公
文
件
名
簿
の
記
載
の
不
備
は
、
二
法
律

に
係
る
閣
議
請
議
書
の
送
付
を
受
け
た
平
成
二
十
七
年
五
月
十
四
日
、
内
閣
法
制
局
長
官
総
務
室
総
務
課
の
担
当
者
に
お
い

て
、
件
名
欄
等
の
記
載
事
項
の
一
部
を
記
入
し
た
の
み
で
作
業
を
中
断
し
、
そ
の
ま
ま
受
付
日
等
の
記
入
を
失
念
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
中
旬
、
外
部
か
ら
の
指
摘
を
受
け
、
当
該
記
載
の
不
備
に

気
付
い
た
こ
と
か
ら
、
関
係
資
料
と
照
合
し
、
正
し
い
記
載
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

内
閣
法
制
局
に
お
け
る
法
令
案
の
審
査
は
、
現
在
、
事
務
的
に
は
、
主
管
省
庁
が
作
成
し
た
法
令
案
の
原
案
に
つ
い
て
、

一



い
わ
ゆ
る
予
備
審
査
の
形
で
進
め
る
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
予
備
審
査
が
終
了
し
た
後
、
主
管
省
庁
に
お
い
て
閣
議
請
議

の
手
続
が
行
わ
れ
、
通
常
、
閣
議
予
定
日
の
二
日
程
度
前
に
、
内
閣
官
房
か
ら
閣
議
請
議
書
の
正
本
が
内
閣
法
制
局
に
送
付

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
内
閣
法
制
局
に
お
い
て
は
、
予
備
審
査
の
結
果
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
、
最
終
的
な
決
裁
を
行

っ
て
い
る
。
二
法
律
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
上
旬
か
ら
、
内
閣
法
制
局
第
二
部
に
お
い
て
予
備
審
査
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
終
了
後
、
同
年
五
月
十
四
日
、
主
管
省
庁
に
お
い
て
閣
議
請
議
し
、
同
日
、
内
閣
法
制
局
に
お
い
て
、
送

付
さ
れ
た
閣
議
請
議
書
に
つ
い
て
決
裁
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
閣
法
制
局
に
お
い
て
は
、
必
要
な
審
査
を
行

っ
た
上
で
決
裁
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
受
付
か
ら
閣
議
決
定
ま
で
が
一
日
で
行
わ
れ
た
例
に
つ
い
て
は
、
二

法
律
も
含
め
、
平
成
二
十
二
年
以
後
の
内
閣
提
出
法
律
案
で
は
、
平
成
二
十
二
年
は
六
件
、
平
成
二
十
三
年
は
八
件
、
平
成

二
十
四
年
は
四
件
、
平
成
二
十
五
年
は
三
件
、
平
成
二
十
六
年
は
六
件
、
平
成
二
十
七
年
は
二
件
の
事
例
が
あ
り
、
二
法
律

に
係
る
閣
議
請
議
書
の
正
本
の
受
付
日
と
決
裁
日
が
同
一
日
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
通
常
の
法
案
と
は
明
ら
か
に
異
な

る
速
さ
で
決
裁
を
行
っ
た
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

四
に
つ
い
て

個
別
の
取
材
へ
の
対
応
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
一
般
に
、
過
去
の
開
示
文
書
に
関
す
る
問
合

二



せ
に
回
答
す
る
場
合
に
は
、
個
人
情
報
の
目
的
外
提
供
を
禁
止
す
る
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
当
該
過
去
の
開
示
文
書
の
開
示
請
求
者
に
係
る
個
人
情
報
の
保

護
に
留
意
し
つ
つ
、
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

三


